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ことから, 脂質修飾が CPK の機能に重要な役目を果たしている可能性が高い。そこで, 乾燥スト
レスに応答した気孔閉鎖に重要なCPK6(図1)を代表として用い, 脂質修飾とCPKの機能の関係を
調査した。まず, 脂質修飾欠損型のCPK6 (CPK6 G2A, CPK6 C5S)を作成し, これを気孔の陰イオン
輸送体SLAC1とともにOocyte (アフリカツメガエル卵母細胞)に発現させ, SLAC1の輸送活性を測
定した(図 2)。その結果, CPK6 G2AおよびC5SはSLAC1の活性化能力を失っていることが明らか
となった。また, ミュンスター大学Kudla教授らのグループによる実験で, CPK6 G2AおよびC5S
は細胞膜への局在が損なわれていることが判明した。最後に, 気孔の ABA 感受性(図 1)が損なわ
れているcpk3cpk6二重遺伝子欠損植物に対し, CPK6もしくはCPK6 G2A, CPK6 C5Sを再導入して
ABA 投与による気孔開
口度の変化を観察した
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がある。そこで, CBL5と相互作用する全 11種類のCIPK (CIPK1, 5, 8, 10, 11, 12, 16, 17, 18, 24, 26)
について, Oocyteに SLAC1およびCBL5と共に発現させてSLAC1の輸送活性を測定したところ, 
CBL5-CIPK11複合体が特異的にSLAC1を活性化することが判明した。また, CPK6と同様, CBL5
に対する脂質修飾が卵母細胞上でSLAC1を活性化するために必要であることがわかった。しかし, 
cbl5遺伝子欠損植物は気孔のABA感受性(図 1)を示したため, CBL5は in vivoでSLAC1を活性化
している可能性は低くなった。そこで, 各種CBL5-CIPK複合体に対して, SLAC1と関連するイオ
ン輸送体を候補として, Oocyteを用いた輸送活性測定によりCBL5-CIPK複合体のターゲット探索






の探索を試みた。そのために, 図 4に示したようなKAT1とAKT2のキメラ輸送体を 12種類作成
し, これらを酵母および Oocyte に発現させることで, キメラ輸送体の機能の解析を行った。まず, 
K+輸送体欠損酵母に対しKAT1/AKT2輸送体を発現させ生育試験を行ったところ, K+濃度 100 mM
の培地では全てのキメラ輸送体発現酵母が生育したのに対し, K+濃度7 mMの培地ではKAT1, C-4, 
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